平成２１年度　広島県立松永高等学校　キャリア教育全体計画
	
	
	学校教育方針
	
	

	
	
	１．お互いを尊重し，安心して学べる学校づくりを進める
２．一人一人の生徒が自己存在感を味わうことができ，所属感のもてる教育活動
　　を行う
３．個人と社会・集団とのかかわりを認識し，自主性と責任感を重んじ，国際化・情
　　報化の進む２１世紀を担うことができる人材を育てる
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	平成２１年度　本校のミッションとビジョン
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	ミッション（地域社会における本校の使命）
　　福山市西部の拠点校として，「確かな学力」と「豊かな心」を育み，意欲的に文化・スポーツ活動に取り組むことにより，地域に貢献する活力ある人材を育成する

ビジョン（使命の追求を通じて実現しようとする本校の将来像）
「生徒・保護者・地域が誇れる学校」
1． 生徒の基本的生活習慣と規範意識が確立されており，社会の一員としての生き方を追求する積極的な生徒指導を推進している
2． 生徒の確かな学力を定着させるため，一人ひとりの学力の伸長を図る授業改善を行い，教育内容の充実を図っている

3． 生徒会活動・クラブ活動・学校行事・ボランティア活動が活性化しており，地域との連携により学校の情報が広く公開されている

4． 生徒の高い美化意識によって，安全かつ清潔な学習環境が確立されている
5． 高い目標と志をもつ生徒を育成し，生徒自らが主体的に進路実現にむけて努力する「キャリア教育」を推進している
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	進路指導の目標
	
	
	生徒の状況
	

	
	
	
	
	
	

	
	　生徒が自己の在り方生き方を考え，主体的に進
路を選択することができるよう，学校の教育活動全
体を通じ，計画的・組織的な進路指導を行う。
	
	
	　自身の在り方生き方を主体的に考えることのできる生徒の割合と，進路希望理由を明確に主張できる生徒の割合を高める必要がある。
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	

	
	目指す生徒像
	

	
	 １．主体的な進路選択ができる
 ２．目標を持った高校生活を送っている
 ３．基本的な生活習慣が確立している
	

	
	

	
	キャリア教育指導目標
	

	
	　１．自己を理解し，主体的に生き方を選択できる能力・態度を育てる

２．個人，家庭人，社会人，職業人，地域人として自己の果たすべき役割を理解
　　　し，行動に移すことができる能力・態度を育てる

　３．「聞く」「読む」「話す」「書く」ことができる生徒を育てる

　
	

	
	キャリア教育実践のための基盤
	

	
	　　生徒指導の機能を活かした進路指導の充実　　年間計画の系統化とＰＤＣＡサイクルによる改善　　キャリア教育校内推進体制の確立
　　地域の行事への参加　　　　上級学校との連携
	

	
	

	
	キャリアを考えるために必要な能力
	

	
	人間関係形成能力
	 自他理解能力
	 集団のなかで，自身の果たすべき役割を理解し，適切な行動をとることができる
	

	
	
	 コミュニケーション能力
	 基本的なマナーを習得し，他者の立場や心情を理解したコミュニケーションができる
	

	
	情報活用能力
	 情報収集・探索能力
	 進路や職業に関する情報を収集し，整理・活用し，自身の生き方を考えることができる
	

	
	
	 職業理解能力
	 働くことの意義について理解し，就業体験等を通じ，自身の在り方について考えることができる
	

	
	将来設計能力
	 役割把握・認識能力
	 社会生活の自身の果たすべき役割を理解し，勤労意識をもつことができる
	

	
	
	 計画実行能力
	 社会貢献の意識をもった自身のライフプランを語り，それをもとに進路選択を行うことができる
	

	
	意思決定能力
	 選択能力
	 場面に応じた適切な行動を，主体的な判断のもとにとることができる
	

	
	
	 課題設定・課題解決能力
	 自らの課題を自身で把握し，その解決に向けて粘り強く取り組むことができる
	

	
	

	
	各領域におけるキャリア教育指導目標
	

	
	教科（科目）
	「産業社会と人間」

総合的な学習の時間
	特別活動
	

	
	
	
	学級活動
	学校行事
	生徒会活動
	

	
	　基礎学力の伸長を図る。
　授業において，発問の機会を増
やし，意見・見解を自らの言葉で
表現することで問題解決の能力を
高める。
　生徒同士で教え合う機会を設け
ることで，相互扶助の精神を養う
とともに，自らの学習内容の理解
度を上げる。
	　生徒個々の学習課題と発達段階に応じたプログラムを準備し，進路意識の高揚を図る。
　自己の在り方・生き方や進路に
ついての学習を体験的な活動を通
して行い，各自の体験の共有化を通じて主体的な進路選択ができる生徒を育成する。
	 　生徒個々と学級集団との望ましい関係を体験的に学習して
いくなかで，協調性を養う。
  学級集団において自己の果た
すべき役割を認識させ，責任
感を培う。
各種行事を生徒の主体的な
活動のもと成功させる。
	　集団生活や社会生活に必要
な基本的なマナーを身につけ，
学校への帰属意識を高める。
　行事を成功させることによ
る達成感を体験し，学習意欲
の向上を図る。
　地域社会との触れ合いを通して職業観の育成を図り，自身
の在り方生き方を追究させる。
	　各自が自発的，自治的に活
動する態度や能力の育成を図
る。
　生徒会を中心として，規則
を守り，相互に協力する精神
を養い，連帯感を深めさせる。
　人間関係を深める活動を支
援し，共同生活を充実させる。
	

	
	
	
	

	
	１年次
	２年次
	３年次
	

	
	【指導目標】
　高校生活への適応を促し，自己の興味・関心など自己理解を図り，学問への興味を深めさせる。
	【指導目標】
　勤労観，職業観を育成し，進路意識の進化，目的意識の明確化を図らせる。
	【指導目標】
　課題研究的活動を教職員の支援のもと行い，進路の志望理由を明確にし，希望進路を実現させる。
	

	
	「産業社会と人間」
適性検査

自己理解
職業理解

学部・学科研究
大学研修・専門学校研修
ガイダンス合宿
文化祭
運動会
 ゲタリンピック参加
	　総合的な学習の時間（「松高セミナーⅠ」）
　　適性検査

進路情報の収集・活用
　　インターンシップ
　　体験型修学旅行（宿泊農業体験等）
　文化祭
　運動会
　ゲタリンピック参加
	総合的な学習の時間（「松高セミナーⅡ」）
適性検査

学問研究
　　企業研究
　文化祭
　運動会
　ゲタリンピック参加
	


